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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第82期
第２四半期
連結累計期間

第82期
第２四半期
連結会計期間

第81期

会計期間
自　平成20年　4月１日
至　平成20年　9月30日

自　平成20年　7月１日
至　平成20年　9月30日

自　平成19年　4月１日
至　平成20年　3月31日

売上高 (千円) 14,726,905 7,522,845 29,596,870

経常利益 (千円) 726,903 308,481 1,626,421

四半期(当期)純利益 (千円) 369,156 204,171 855,095

純資産額 (千円) ― 14,600,308 14,872,394

総資産額 (千円) ― 27,374,042 27,679,888

１株当たり純資産額 (円) ― 504.08 510.56

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 14.02 7.75 32.11

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ― ―

自己資本比率 (％) ― 48.5 48.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 925,662 ― 1,047,464

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △387,751 ― △ 1,841,913

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △103,899 ― 462,964

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 3,573,781 3,321,093

従業員数 (名) ― 922 861

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

４　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社になりました。

　

名称 住所
資本金又は
出資金

主要な事業
の内容

議決権の所有
(被所有)割合
(％)

関係内容

(非連結子会社)

QINGDAO HUADIE PLASTIC
PRODUCTS CO.,LTD

中国
青島

元19,003千
産業用素材部
門

100.0該当事項はありません。

(注) 主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 922（136）

(注) １  従業員は就業人員であります。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いた当第２四半期連結会

計期間の平均人員を(　)外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
 

260（24）
 

(注) １  従業員は就業人員であります。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いた当第２四半期会計期

間の平均人員を(　)外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(１) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

機械部門 1,183,708 942,480

化成品部門 1,436,174 411,885

化学品部門 1,641,114 293,137

産業用素材部門 2,233,079 687,784

機材部門 541,674 142,180

その他部門 729,231 -

合計 7,764,9832,477,466

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(２) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

機械部門 803,717

化成品部門 1,451,041

化学品部門 1,599,922

産業用素材部門 2,369,127

機材部門 562,024

その他部門 737,011

合計 7,522,845

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　
(１) 経営成績の分析
当第２四半期連結会計期間（平成20年7月1日から平成20年9月30日まで）におけるわが国経済は、原油や
原材料価格の高騰に加え米国金融危機を起因とする世界的な景気後退傾向により、一層厳しい状況が継続
しております。
このような経済情勢の下、当社グループの当第２四半期連結会計期間の業績は、前年同期と比べ減収減益
となりました。主な要因は、化成品部門における大手ユーザーの復調による増産がありましたが、機械部門
での設備投資及び化学品部門における洗車需要の冷え込み並びに原材料価格の高騰等の影響を受けたこと
によります。
売上高は7,522百万円、営業利益は373百万円、経常利益は308百万円となり、四半期純利益は204百万円と
なりました。 
　
①事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　
・機械部門
自動車及び食品関連の設備物件の減少により減収となりました。営業利益につきましては、設備投資関連
の経費負担が当期では減少したことにより前年同期に対し損失は縮小しました。 
　当部門の売上高は803百万円、営業損失は21百万円となりました。 
　
・化成品部門
国内における一部大手ユーザーの復調及び中国市場における新規ユーザーの獲得により現地での製造・
販売が好調に推移し、増収増益となりました。 
　当部門の売上高は1,451百万円、営業利益は177百万円となりました。 
　
・化学品部門
台湾工場における液晶ケミカルの製造販売が軌道に乗りましたが、ガソリン価格の高騰による洗車需要
の冷え込みが影響し減収減益となりました。
　当部門の売上高は1,599百万円、営業利益は147百万円となりました。 
　
・産業用素材部門
海外における製造販売が、堅調に推移したことにより僅かながら増収となりました。利益につきまして
は、国内外共に原材料価格の高騰と円高の影響を受け減益となりました。 
　当部門の売上高は2,369百万円、営業利益は101百万円となりました。 
　
・機材部門
ソルト関連の受託加工は堅調に推移しましたが、中国での大型設備案件の検収の遅れにより費用がかさ
んだこともあり、減収減益となりました。 
　当部門の売上高は562百万円、営業損失は32百万円となりました。 
　
・その他部門
石油関連商品の価格高騰により売上高は堅調に推移しましたが、原材料の高騰等により減益となりまし
た。 
　当部門の売上高は737百万円、営業利益は0.7百万円となりました。 
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②所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　
日本においては、一部大手自動車及び家電メーカー向け部品及び材料の売上が増加しましたが、原油や原
材料価格の高騰により、減益となりました。この結果、売上高は5,775百万円、営業利益は128百万円となりま
した。 
アジアでは、家電メーカーの在庫調整による製造販売の減少と原材料価格の高騰及び為替の影響により
減収減益となりました。この結果、売上高は1,265百万円、営業利益は184百万円となりました。 
米国では、大型物件は減少しましたが新規商品（粉体塗装機器）の販売が軌道に乗ったことにより増益
となりました。この結果、売上高は108百万円、営業利益は14百万円となりました。 
欧州では、家電メーカー向け部品の需要増加に伴い増収増益となりました。この結果、売上高は373百万
円、営業利益は44百万円となりました。
　
(２) 財政状態の分析
当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末と比べ305百万円減少し、27,374百万円
となりました。主な要因は、保有株式の株価下落に伴う投資有価証券の減少263百万円によるものです。負債
は前連結会計年度末と比べ33百万円減少し、12,773百万円となりました。主な要因は、繰延税金負債の減少
101百万円によるものです。純資産は円高による為替換算調整勘定212百万円の減少等により、前連結会計年
度末と比べ272百万円減少し、14,600百万円となりました。
　
(３) キャッシュ・フローの状況
当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ、172百万
円の増加の3,573百万円となりました。 
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少177百万円がありましたが、売上債権の減少330百
万円、税金等調整前四半期純利益322百万円及び減価償却費219百万円等により581百万円の収入となりまし
た。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入83百万円はありましたが、自動車
用金型等の有形固定資産の取得による支出202百万円等により、215百万円の支出となりました。 
　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金・長期借入金の返済等により262百万円の支出となり
ました。 
　
(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題
当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更
及び新たに生じた課題はありません。
　

(５) 研究開発活動
当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は139百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第２四半期連結会計期間において、特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,801,45226,801,452
東京証券取引所
市場第二部

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

計 26,801,45226,801,452― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ─ 26,801 ─ 2,201,205 ─ 2,210,605
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本パーカライジング株式
会社 東京都中央区日本橋１-15-１ 6,058 22.6

ユニベスト株式会社 東京都中央区銀座４-10-14 1,226 4.6

ユービーエスエージーロンドン
アカウントアイピービーセグリ
ゲイテッドクライアントアカウ
ント（常任代理人　シティバンク
銀行株式会社）

AESCHENVORSTADT 48 CH-4002 BASEL
SWITZERLAND.　　　　　　　　　　　　　　　　(東京
都品川区東品川２-３-14）

1,074 4.0

里　見　菊　雄 東京都大田区久ヶ原 892 3.3

バークレイズバンクピーエル
シーバークレイズキャピタルセ
キュリティーズ（常任代理人　ス
タンダードチャータード銀行）

1 Churchill Place, London, E14
5HP, U.K.
（東京都千代田区永田町２-11-１）

822 3.1

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社信託口 東京都中央区晴海１-８-11 703 2.6

財団法人里見奨学会 東京都中央区日本橋２-16-８ 646 2.4

浜　田　　　信 神奈川県鎌倉市佐助 562 2.1

株式会社日本パーカーライ
ジング広島工場 広島県広島市南区出島１-34-26 551 2.1

納　塚　康　子 京都府相楽郡精華町桜が丘 502 1.9

計 ― 13,037 48.6
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

471,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,111,000
26,107同上

単元未満株式
普通株式

219,452
― 同上

発行済株式総数 26,801,452― ―

総株主の議決権 ― 26,107 ―

(注)１「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ4,000株(議

決権４個)及び622株含まれておりますが、当該株式に係る議決権４個については、「完全議決権株式(その他)」

の「議決権の数」の欄からは除いております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式948株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社パーカー 
コーポレーション 

東京都中央区日本橋人形
町二丁目22番１号

471,000 ─ 471,000 1.76

計 ― 471,000 ─ 471,000 1.76

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 　６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 265 292 293 290 275 271

最低(円) 222 251 275 267 240 257

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する

内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四

半期連結財務諸表規則を適用しています。

　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,583,452 3,344,697

受取手形及び売掛金 7,898,879 8,350,573

商品及び製品 1,973,541 1,805,523

仕掛品 49,201 16,426

原材料及び貯蔵品 321,798 332,895

繰延税金資産 245,081 236,143

その他 681,070 561,398

貸倒引当金 △8,567 △7,971

流動資産合計 14,744,457 14,639,686

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,794,047 4,860,229

減価償却累計額 △2,136,285 △2,066,819

建物及び構築物（純額） 2,657,761 2,793,410

機械装置及び運搬具 2,288,201 2,308,159

減価償却累計額 △1,518,624 △1,486,784

機械装置及び運搬具（純額） 769,576 821,375

土地 4,283,118 4,328,969

建設仮勘定 383,422 203,896

その他 3,105,178 3,033,572

減価償却累計額 △2,238,102 △2,056,438

その他（純額） 867,076 977,133

有形固定資産合計 8,960,955 9,124,786

無形固定資産 44,950 53,560

投資その他の資産

投資有価証券 3,257,066 3,520,329

長期貸付金 58,312 79,636

繰延税金資産 51,799 3,635

その他 303,010 304,280

貸倒引当金 △46,510 △46,026

投資その他の資産合計 3,623,678 3,861,855

固定資産合計 12,629,584 13,040,202

資産合計 27,374,042 27,679,888
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,733,424 4,688,410

短期借入金 3,078,000 2,820,000

1年内返済予定の長期借入金 253,000 412,000

未払法人税等 243,243 312,497

賞与引当金 393,876 390,696

役員賞与引当金 － 3,000

その他 834,791 810,201

流動負債合計 9,536,336 9,436,806

固定負債

長期借入金 1,900,000 1,987,000

繰延税金負債 73,419 174,423

退職給付引当金 931,295 961,690

役員退職慰労引当金 189,317 197,407

負ののれん ※2
 15,357

※2
 30,714

その他 128,009 19,452

固定負債合計 3,237,397 3,370,687

負債合計 12,773,733 12,807,493

純資産の部

株主資本

資本金 2,201,205 2,201,205

資本剰余金 2,277,484 2,277,505

利益剰余金 7,980,244 7,716,409

自己株式 △130,884 △130,659

株主資本合計 12,328,049 12,064,461

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 847,314 1,035,203

繰延ヘッジ損益 △31,837 2,235

為替換算調整勘定 128,537 341,382

評価・換算差額等合計 944,015 1,378,820

少数株主持分 1,328,243 1,429,112

純資産合計 14,600,308 14,872,394

負債純資産合計 27,374,042 27,679,888
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 14,726,905

売上原価 10,678,314

売上総利益 4,048,591

販売費及び一般管理費 ※1
 3,291,520

営業利益 757,070

営業外収益

受取利息 19,832

受取配当金 22,050

負ののれん償却額 15,852

為替差益 1,354

その他 34,391

営業外収益合計 93,482

営業外費用

支払利息 34,918

持分法による投資損失 714

デリバティブ評価損 73,114

その他 14,899

営業外費用合計 123,648

経常利益 726,903

特別利益

投資有価証券売却益 46,490

特別利益合計 46,490

特別損失

固定資産除却損 4,376

投資有価証券評価損 29,737

たな卸資産評価損 97,340

特別損失合計 131,454

税金等調整前四半期純利益 641,938

法人税、住民税及び事業税 238,017

法人税等調整額 △37,119

法人税等合計 200,897

少数株主利益 71,884

四半期純利益 369,156
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 7,522,845

売上原価 5,497,002

売上総利益 2,025,843

販売費及び一般管理費 ※1
 1,652,519

営業利益 373,323

営業外収益

受取利息 10,704

受取配当金 4,023

負ののれん償却額 7,926

その他 21,940

営業外収益合計 44,594

営業外費用

支払利息 16,319

持分法による投資損失 6,184

デリバティブ評価損 73,114

為替差損 5,048

その他 8,770

営業外費用合計 109,437

経常利益 308,481

特別利益

投資有価証券売却益 46,490

特別利益合計 46,490

特別損失

固定資産除却損 3,034

投資有価証券評価損 29,737

特別損失合計 32,771

税金等調整前四半期純利益 322,199

法人税、住民税及び事業税 113,422

法人税等調整額 △31,834

法人税等合計 81,587

少数株主利益 36,440

四半期純利益 204,171
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 641,938

減価償却費 419,682

有価証券売却損益（△は益） △46,490

投資有価証券評価損益（△は益） 29,737

有形固定資産除却損 4,376

デリバティブ評価損益（△は益） 73,114

負ののれん償却額 △15,357

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,410

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30,237

受取利息及び受取配当金 △41,883

支払利息 34,918

持分法による投資損益（△は益） 714

売上債権の増減額（△は増加） 413,456

たな卸資産の増減額（△は増加） △190,828

仕入債務の増減額（△は減少） 26,549

その他 △115,022

小計 1,209,083

利息及び配当金の受取額 45,292

利息の支払額 △34,032

法人税等の支払額 △294,680

営業活動によるキャッシュ・フロー 925,662

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 10,190

有形固定資産の取得による支出 △385,903

投資有価証券の取得による支出 △114,593

投資有価証券の売却による収入 83,776

貸付金の回収による収入 21,324

その他 △2,544

投資活動によるキャッシュ・フロー △387,751

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 258,000

長期借入金の返済による支出 △246,000

配当金の支払額 △105,321

その他 △10,577

財務活動によるキャッシュ・フロー △103,899

現金及び現金同等物に係る換算差額 △181,324

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 252,688

現金及び現金同等物の期首残高 3,321,093

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,573,781
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲の変更

該当事項はありません。

 

２　持分法適用の範囲の変更

第１四半期連結会計期間から、重要性が増したため、関連会社であるニッキトライシステム株式会社を持

分法の適用の範囲に含めております。

 

３　連結子会社の四半期連結決算日の変更

該当事項はありません。

４　会計処理の原則及び手続の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）に変更しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が97,340千円減少しております。

なお、営業利益、経常利益に与える影響はありません。 

 

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平

成18年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。これによる

影響額はありません。 

 

５　四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲の変更

該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

４　固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却については、連結会計年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

 

第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数については法人税法の改正を契機に見直しを行って

おります。これによる影響額は軽微であります。 
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

　１　保証債務残高

　　　　子会社の輸入通関納付猶予に対する当社の保証及び

子会社の輸入信用状取引に対する当社の保証

57,729千円

　１  保証債務残高

　　　　子会社の輸入通関納付猶予に対する当社の保証及び

子会社の輸入信用状取引に対する当社の保証

205,425千円

※２　のれん及び負ののれんの表示

　のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。相殺前の金額は次のとおりであります。

　　　　 のれん 495千円　

　　　　 負ののれん 15,852千円　

         差引 15,357千円　

※２　のれん及び負ののれんの表示

　のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。相殺前の金額は次のとおりであります。

　　　　 のれん 991千円　

　　　　 負ののれん 31,705千円　

         差引 30,714千円　
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

保管・運送費 508,333千円

給与手当・賞与金 936,713〃

賞与引当金繰入額 218,273〃

退職給付費用 56,205〃

役員退職慰労引当金繰入額 13,185〃

試験研究費 278,668〃

　

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

保管・運送費 251,465千円

給与手当・賞与金 515,279〃　　

賞与引当金繰入額 59,585〃

退職給付費用 35,234〃

役員退職慰労引当金繰入額 6,592〃

試験研究費 139,900〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,583,452千円

預入期間が３か月超の定期預金 　△9,671〃

現金及び現金同等物 3,573,781〃
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 26,801,452

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 471,948

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年6月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 105,321 4.0平成20年3月31日 平成20年6月27日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年11月4日
取締役会

普通株式 利益剰余金 105,318 4.0平成20年9月30日 平成20年12月5日

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当第２四半期連結会計期間におけるリース取引残高が前連結会計年度の末日と比較し

て著しい変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

（単位：千円）

機械部門
化成品
部門

化学品
部門

産業用
素材部門

機材部門
その他
部門

消去
又は全社

連結

１　売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

803,7171,451,0411,599,9222,369,127562,024737,011 ― 7,522,845

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

996 1,356 38 17 11,91724,592(38,917) ―

計 804,7131,452,3971,599,9602,369,145573,942761,603(38,917)7,522,845

営業費用 825,9261,275,2871,452,5792,267,252606,570760,824(38,917)7,149,521

営業利益(△営業損失) △21,212177,110147,381101,893△32,628 779 ― 373,323

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

（単位：千円）

機械部門
化成品
部門

化学品
部門

産業用
素材部門

機材部門
その他
部門

消去
又は全社

連結

１　売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

1,388,8122,765,8603,395,8074,586,2891,193,9051,396,230― 14,726,905

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

2,8642,788 38 2,26568,67347,146(123,777)―

計 1,391,6772,768,6483,395,8454,588,5551,262,5781,443,376(123,777)14,726,905

営業費用 1,520,9562,431,0683,066,5144,352,0551,287,1541,435,863(123,777)13,969,835

営業利益(△営業損失) △129,279337,580329,330236,500△24,5757,513 ― 757,070

(注)　１　商品・サービス別の経営管理区分にしたがって、事業区分を行っております。

　　２　各事業の主な取扱い区分に属する主要製品

事業区分 主要製品

機械部門 食品・化学設備機械、製靴機械・材料、自動車関連設備機械、粉体塗装機器

化成品部門
自動車用材料(ボディーシーラー、アンダーコート他)
自動車部品(剛性補助材、制振材、中空発泡部材他)
ガラス用シール材

化学品部門
工業用洗浄剤、液晶関連ファインケミカル、洗車ケミカル他工業用薬品、洗浄設
備、バレル研磨機、研磨材料

産業用素材部門 自動車用防音材、家電用防音材

機材部門 鉄鋼・特殊鋼設備機械、ケミカル(塗料・薬品)、道路機材

その他部門 石油関連商品、不動産賃貸他、介護機器
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

                                                                 （単位：千円）

日本 アジア 米州 欧州 計
消去
又は全社

連結

１　売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

5,775,3521,265,724108,111373,6567,522,845― 7,522,845

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

161,722136,5309,2317,428314,913(314,913)―

計 5,937,0741,402,255117,343381,0857,837,759(314,913)7,522,845

営業費用 5,808,3771,217,468102,420336,1697,464,435(314,913)7,149,521

営業利益 128,697184,78714,92344,915373,323 ― 373,323

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

日本 アジア 米州 欧州 計
消去
又は全社

連結

１　売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

11,666,9612,239,343222,995597,60414,726,905― 14,726,905

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

475,405259,46411,80216,061762,733(762,733)―

計 12,142,3672,498,807234,797613,66515,489,638(762,733)14,726,905

営業費用 11,820,7662,164,541204,691542,56814,732,568(762,733)13,969,835

営業利益 321,600334,26630,10571,097757,070 ― 757,070

(注)　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

　　　１　国又は地域の区分の方法……………地理的近接度によっております。
　　２　各区分に属する主な国又は地域……アジア：中国、韓国、タイ、台湾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米州：アメリカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欧州：オランダ、ロシア、チェコ
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

アジア 米州 欧州 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,299,002 117,180 508,975 1,925,158

Ⅱ　連結売上高(千円) 7,522,845

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

17.3 1.6 6.8 25.6

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

アジア 米州 欧州 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,297,131 234,297 848,645 3,380,073

Ⅱ　連結売上高(千円) 14,726,905

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

15.6 1.6 5.8 23.0

(注)　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域　

　　　１　国又は地域の区分の方法……………地理的近接度によっております。
　　２　各区分に属する主な国又は地域……アジア：中国、韓国、タイ、台湾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米州：アメリカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欧州：オランダ、ロシア、チェコ
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

504.08円 510.56円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 14.02円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額については、潜在株式が存在
しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月１日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 369,156

普通株式に係る四半期純利益(千円) 369,156

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 26,329,806

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 7.75円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額については、潜在株式が存在
しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 204,171

普通株式に係る四半期純利益(千円) 204,171

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 26,329,592

　

(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。
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２【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

株式会社パーカーコーポレーション

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　大　　杉　　秀　　雄　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　佐　　野　　康　　一　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社パーカーコーポレーションの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第

２四半期連結会計期間(平成２０年７月１日から平成２０年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間

(平成２０年４月１日から平成２０年９月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パーカーコーポレーション及び連結

子会社の平成２０年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四

半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社パーカーコーポレーション(E02708)

四半期報告書

29/29


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

